
今回の特集は，「間質性肺炎治療法の新展開」であるが，特に特発性肺線維

症(IPF)に重点を置いて，この方面でご活躍の7人の先生方から優れた

reviewが寄せられた．

海老名雅仁先生は，IPFが難治性である原因として，病態の主体が可逆性に

乏しい筋線維芽細胞であること，線維化病変においては治療薬を運搬すべき毛

細血管や，治癒過程に必要なリンパ管が消失していることなどを挙げ，これら

を視野に入れた治療法の開発が必要であるとされている．

本間栄先生らは，N-アセチルシステイン(NAC)は抗酸化作用と，活性酸素

のスカベンジャーとして働くと同時に，炎症性サイトカインの産生を抑制し

て，肺の線維化を防ぐ作用があり，臨床的には IPFに対するNAC吸入の有

用性を示す報告が複数あるとされている．

臼杵二郎先生は，ピルフェニドンはCOX阻害作用を有しない抗炎症薬とし

て開発されたが，炎症性サイトカインの抑制，PDGFやTGF-βといった

growth factorの抑制作用があり，大規模臨床試験では IPFの肺活量の低下を

抑制する結果が出たとされている．

須田隆文先生は，従来 IPFの治療として，免疫抑制剤はステロイド薬との

併用を中心として遂行されてきたが，免疫抑制剤を治療薬として推奨するため

には，今後本剤を用いたRCTなどの質の高い臨床試験によってその有効性を

確認する必要があるとされている．

服部登先生は，IPFの病態には凝固系の亢進と線溶系の抑制が強く関与して

おり，抗凝固・線溶療法の有用性が動物実験で確認されており，今後，臨床試

験が出来るだけ早く実施され，実臨床への応用されることを期待されている．

西岡安彦先生らは，チロキシンキナーゼ阻害薬であるイマチニブが，PDGF

阻害活性，TGF-βの阻害作用により，前臨床試験では抗線維化効果を示すこ

とが明らかにされ，臨床応用が期待されるとしておられる．

阿部信二先生らは，ポリミキシンB固定化線維カラムは血中のエンドトキ

シンを吸着するのみならず，活性化好中球の吸着や他の致死的なメディエー

ターの吸着を通じて，IPFの急性増悪やDADの救命に有用な場合もあるとさ

れている．

IPFは呼吸器疾患のなかでも最も治療が困難な疾患の1つである．まだまだ

越すべきハードルは高いが，多くの新規治療が提唱されており，その発展が期

待される． (三嶋理晃)
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